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五

工
作
物
の
新
築
、
改
築
又
は
除
却
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
五
条
に
お
い
て
「
新
築
等
」
と
い
う
。）を
伴
う

水
利
使
用
に
関
す
る
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
の
申
請
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
二
項
第
二
号
の
表
に
掲
げ
る

図
書
（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
工
事
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た

図
書
）

六

河
川
管
理
者
以
外
の
者
が
そ
の
権
原
に
基
づ
き
管
理
す
る
土
地
に
お
い
て
工
作
物
の
新
築
等
を
行
う
場
合
又

は
河
川
管
理
者
以
外
の
者
が
そ
の
権
原
に
基
づ
き
管
理
す
る
工
作
物
に
つ
い
て
改
築
若
し
く
は
除
却
を
行
う
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
新
築
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
申
請
者
が
権
原
を
有
す
る
こ
と
又
は
権
原
を
取
得
す
る

見
込
み
が
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
面

七

工
作
物
の
新
築
等
に
係
る
行
為
又
は
事
業
に
関
し
、
他
の
行
政
庁
の
許
可
、
認
可
そ
の
他
の
処
分
を
受
け
る

こ
と
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
処
分
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
書
面
又
は
受
け
る
見
込
み
に
関
す
る
書

面
八

第
三
十
九
条
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
と
き
は
、
同
条
た
だ
し
書
の
理
由
及
び
同
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
同
時

に
行
う
べ
き
他
の
許
可
の
申
請
の
経
過
又
は
予
定
を
記
載
し
た
書
面

九

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
図
書

３

前
項
第
一
号
の
誓
約
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
八
の
一
の
二
の
様
式
と
す
る
。

（
登
録
の
抹
消
）

第
十
一
条
の
三

河
川
管
理
者
は
、
法
第
七
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
三
条
の
二

の
登
録
を
取
り
消
し
た
と
き
、
又
は
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
が
そ
の
効
力
を
失
つ
た
と
き
は
、
当
該
登
録
を

抹
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
流
水
の
占
用
の
登
録
を
拒
否
す
る
場
合
）

第
十
一
条
の
四

法
第
二
十
三
条
の
四
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

令
第
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
流
水
を
利
用
す
る
発
電
の
た
め
に
河
川
の
流
水
を
占
用
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
者
の
同
意
を
得
て
い
な
い
場
合

イ

申
請
者
と
当
該
申
請
に
係
る
流
水
の
占
用
に
係
る
発
電
の
た
め
に
利
用
す
る
流
水
の
占
用
に
つ
い
て
法
第

二
十
三
条
の
許
可
を
受
け
た
者
と
が
異
な
る
と
き
は
、
当
該
許
可
を
受
け
た
者

ロ

申
請
者
と
当
該
申
請
に
係
る
流
水
の
占
用
に
係
る
発
電
の
た
め
に
利
用
す
る
令
第
十
四
条
の
二
に
規
定
す

る
流
水
が
放
流
さ
れ
る
ダ
ム
又
は
堰せ

き

を
設
置
し
た
者
と
が
異
な
る
と
き
は
、
当
該
ダ
ム
又
は
堰せ
き

を
設
置
し
た

者

二

令
第
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
流
水
を
利
用
す
る
発
電
の
た
め
に
河
川
の
流
水
を
占
用
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
お
い
て
、
河
川
に
新
た
に
減
水
区
間
を
生
じ
さ
せ
る
場
合

三

申
請
に
係
る
流
水
の
占
用
に
係
る
水
利
使
用
に
関
し
て
必
要
な
法
第
二
十
四
条
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
の

許
可
を
受
け
る
見
込
み
が
な
い
場
合

四

申
請
書
又
は
そ
の
添
付
書
類
の
う
ち
に
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
又
は
重
要
な
事
項
の

記
載
が
欠
け
て
い
る
場
合

（
登
録
事
項
）

第
十
一
条
の
五

令
第
十
四
条
の
三
第
六
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
登
録
の
番
号
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
新
築
、
改
築
又
は
除
却
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
築
等
」
と
い
う
。）」
を「
新
築
等
」

に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
十
二
を
第
十
八
条
の
十
三
と
し
、
第
十
八
条
の
六
か
ら
第
十
八
条
の
十
二
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
十
八
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
放
置
等
を
し
て
は
な
ら
な
い
船
舶
等
の
指
定
の
公
示
）

第
十
八
条
の
六

第
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
令
第
十
六
条
の
四
第
一
項
第
二
号
の
船
舶
等
の

指
定
の
公
示
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
七
条
の
二
第
三
号
中
「
も
の
」
の
下
に「（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
の
対
象
と
な
る
流
水
の
占
用
に
係

る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
の
二
の
表
以
外
の
部
分
中
「
別
表
第
一
」
の
下
に
「
、
別
表
第
一
の
二
」
を
加
え
、同
条
の
表
中「
別

表
第
二
」
を
「
別
表
の
第
一
の
二
、
別
表
第
二
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
三
の
表
以
外
の
部
分
中
「
別
表
第
一
」
の
下
に
「
、
別
表
第
一
の
二
」
を
加
え
、同
条
の
表
中「
第

七
条
第
三
号
」
の
下
に
「
、
別
表
第
一
の
二
」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
の
四
の
表
以
外
の
部
分
中
「
第
七
条
第
三
号
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
」
を
加
え
、
同
条
の
表
中

「
別
表
第
一
」
の
下
に
「
、
別
表
第
一
の
二
」
を
加
え
る
。

第
三
十
九
条
の
見
出
し
中
「
許
可
」
を
「
許
可
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
法
第
二
十
三
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十

四
条
」
を
加
え
、「
又
は
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
」
を
「
若
し
く
は
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、「
規
定
に

よ
る
許
可
」
の
下
に
「
又
は
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
」
を
、「
他
の
許
可
」
及
び
「
こ
れ
ら
の
許
可
」の
下
に「
又

は
登
録
」
を
加
え
る
。

第
四
十
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
四
条
」
を
加
え
、「
又
は
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
」

を
「
若
し
く
は
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、「
許
可
」
の
下
に
「
又
は
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
」
を
加

え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
四
条
」
を
加
え
、「
又
は
」
を「
若
し
く
は
」に
改
め
、「
第

十
六
条
の
八
第
一
項
の
許
可
」
の
下
に
「
又
は
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
」
を
、「
変
更
の
許
可
」
の
下
に
「
又
は

登
録
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
許
可
」
の
下
に
「
又
は
登
録
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
三
条
」
の

下
に
「
、
第
二
十
四
条
」
を
加
え
、「
又
は
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
」
を
「
若
し
く
は
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
」

に
改
め
、「
許
可
」
の
下
に
「
又
は
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
」
を
加
え
る
。

（
流
水
の
占
用
の
登
録
等
の
申
請
）

第
十
一
条
の
二

水
利
使
用
に
関
す
る
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
又
は
法
第
二
十
四
条
、
第
二
十
六
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
十
七
条
第
一
項
の
許
可
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
の
対
象
と
な
る
流
水
の
占
用
に
係
る
水
利
使

用
に
関
す
る
許
可
に
限
る
。）の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
八
の

(甲の２)
及
び

(乙の１の２)
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
一
部
及
び
別
表
第

一
の
二
に
掲
げ
る
部
数
の
写
し
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
二
十
四
条
、
第
二

十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま

で
に
掲
げ
る
図
書
は
、
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一

申
請
者
が
法
第
二
十
三
条
の
四
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

二

次
に
掲
げ
る
者
の
同
意
書
の
写
し

イ

申
請
者
と
当
該
申
請
に
係
る
流
水
の
占
用
に
係
る
発
電
の
た
め
に
利
用
す
る
流
水
の
占
用
に
つ
い
て
法
第

二
十
三
条
の
許
可
を
受
け
た
者
と
が
異
な
る
と
き
は
、
当
該
許
可
を
受
け
た
者

ロ

申
請
者
と
当
該
申
請
に
係
る
流
水
の
占
用
に
係
る
発
電
の
た
め
に
利
用
す
る
令
第
十
四
条
の
二
に
規
定
す

る
流
水
が
放
流
さ
れ
る
ダ
ム
又
は
堰せ

き

を
設
置
し
た
者
と
が
異
な
る
と
き
は
、
当
該
ダ
ム
又
は
堰せ
き

を
設
置
し
た

者

三

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
図
書

イ

水
利
使
用
に
係
る
事
業
の
計
画
の
概
要

ロ

使
用
水
量
の
算
出
の
根
拠

四

当
該
申
請
に
係
る
流
水
の
占
用
に
係
る
発
電
の
た
め
に
利
用
す
る
流
水
の
占
用
に
関
す
る
法
第
二
十
三
条
の

許
可
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

イ

水
利
使
用
の
目
的

ロ

許
可
水
量

ハ

許
可
期
間

ニ

取
水
口
又
は
注
水
口
の
位
置

ホ

許
可
に
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
条
件
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